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取り上げる機会がなくなった 60 年代までの企業理論と 80 年代以降の企業活動を比
較対象とすることで、過去の理論では説明できない準レントの源泉が明らかになり、新
しい多国籍企業論やコングロマリット論の必要性を論じることとなった。その着眼点は、
ユニークであり、評価できる点である。 
また準レントとこれに関連させた埋没費用という経済的概念を企業論の再構築に利
用することも独創的な論文として評価できる。マーシャルの準レントの説明では、有形
固定資産に着目されることが多いが、等閑に付された経営者の能力や従業員の学習効果
などの無形資産の問題を改めて考察することで、過剰資本と単純労働の単純な結合問題
として論じられてきた企業理論を提携や金融技術を駆使した買収、その他の経営戦略論
の脈絡の中で論じた点が評価されるべきである。 
しかし、取り上げた事例や制度上の変化に関しては、様々な利害関係者の交渉や衝突
による歴史的な背景があり、これは十分に説明できているとは言えない。もちろん、そ
うした歴史的背景を詳細に論じることは、本研究のテーマを超えることになるが、この
説明をさらに詳細に論じることで、本研究の説得力が高まることは論を俟たない。 
 
 
